




要約:妊娠 35-37 週の中枢神経系形態異常胎児 5 例を対象に、確率密度分布図を用いたヒ

ト胎児心拍数変動の定量的な解析から、出生前に胎児脳機能評価を試みたその結果、心拍

数変動に異常を示す例では、少なくとも延髄から中脳に至る領域の脳幹に機能的な異常を

発現する部位が存在すること、延髄に器質的病変を有する症例では、その局在診断は可能

であることが明らかとなった。


